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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  液晶の応答特性を改善し、動画の表示品位を
向上する。
【解決手段】  第１,第２,第３フレームメモリ１,２,３
の何れか１つに画像データを書き込む間に、残りの２つ
から１垂直同期期間内に２回繰り返して画像データを読
み出して演算装置４に送出し、この動作を順次フレーム
メモリを換えて行う。演算装置４は、入力される２つの
データ値に基づいてルックアップテーブルを引き、前画
像信号のデータ値よりも現画像信号のデータ値の方が大
きい場合は、現画像信号のデータ値よりも大きい値の画
像データを液晶表示装置５に送出する。こうして、演算
装置４に入力される画像信号が小さい画像データから大
きい画像データに変化した場合には、目標データ値より
も大きな値の画像データを１垂直同期期間内に２回繰り
返して液晶表示装置５に入力することによって、ステッ
プ応答特性を改善し、動画の表示品位を向上させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示装置の各画素に書き込むべき画
像データを、１垂直同期期間中に複数回上記液晶表示装
置に供給して、液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の
駆動方法であって、
１垂直同期期間中に複数回供給される画像データの総て
を、前垂直同期期間における画像信号のデータ値と現垂
直同期期間における画像信号のデータ値とに基づいて得
ることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】  液晶表示装置の各画素に書き込むべき画
像データを、１垂直同期期間中に複数回上記液晶表示装
置に供給して、液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の
駆動方法であって、
上記１垂直同期期間中に複数回供給される画像データの
うち少なくとも１回目に供給される画像データを、前垂
直同期期間における画像信号のデータ値と現垂直同期期
間における画像信号のデータ値とに基づいて得ることを
特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】  請求項２に記載の液晶表示装置の駆動方
法において、
上記１垂直同期期間中に複数回供給される画像データの
うち２回目以降に供給される画像データを、上記現垂直
同期期間における画像信号のデータ値と同じ値を有する
画像データとすることを特徴とする液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項４】  請求項２に記載の液晶表示装置の駆動方
法において、
上記１垂直同期期間中に複数回供給される画像データの
うち、２回目以降に供給される画像データのうちの少な
くとも１回の画像データを、上記前垂直同期期間におけ
る画像信号のデータ値と現垂直同期期間における画像信
号のデータ値との間の所定値を有する画像データとする
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、動きのある画像
(動画)の表示品位を向上させる液晶表示装置の駆動方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、マトリックス型液晶表示装置を用
いた液晶ディスプレイは、薄型,軽量,低消費電力という
特徴を生かして、ＯＡ(オフィス・オートメーション)機
器を始めとしてテレビ等の表示デバイスとして、様々な
商品分野が広がりつつある。このような動きの中で、液
晶ディスプレイでは、単に文字や絵の表示が行われるだ
けではなく、テレビ信号やビデオ信号に基づく画像のよ
うに動きのある画像の表示も行われている。しかしなが
ら、液晶ディスプレイにおいては、ＣＲＴ(陰極線管)型
ディスプレイに比べて、動きのある画像の表示に対して
鮮明な画像が得られないのが現状である。液晶ディスプ
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レイに用いられる液晶は、印加電圧に対して透過率が変
化する際の応答速度や液晶の誘電率変化による充電特性
が悪く、画像信号の早い変化に対して十分に応答するこ
とができないのである。
【０００３】上述のような動画表示に対する欠点を改善
するために、特表平８‐５００９１５号公報において
は、液晶表示装置に書き込まれた画像を表示するための
バックライトの照明を一部の時間だけ点灯して表示し、
残る一部の時間は点灯しないで暗い期間を設けるように
している。こうすることによって、見た目には画像が滑
らかに動いているように感じられ、動画表示の改善が図
られるのである。
【０００４】液晶は、書き込まれた(印加された)電圧に
よって液晶分子の配列が変化して透過率が変化する。と
ころが、液晶分子の配列が変化する際に誘電率も変化
し、この誘電率の変化によって印加された電圧値も変化
することになる。そのために、所定の透過率を得るに
は、幾つかの垂直同期期間に亘って繰り返し電圧を供給
する必要があり、液晶はステップ応答特性を有すること
になる。このステップ応答特性による液晶の応答速度低
下を改善する方法として、特開平６‐６２３５５号公報
においては、前の画像信号と比較して差成分を重畳させ
ることで液晶のステップ応答特性を改善している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の動画表示の欠点を改善する方法には、以下のような
問題がある。すなわち、バックライトの照明を一部の時
間だけ点灯する特表平８‐５００９１５号公報の場合に
は、上記バックライトが消灯される期間が生ずるために
液晶表示装置の照度が低下し、画像が暗くなるという問
題がある。また、液晶の応答速度は改善されていないた
めに前のフレームの画像信号が重なって見え、２重３重
の画像が見られる等の問題もある。
【０００６】また、幾つかの垂直同期期間に亘って繰り
返し電圧を供給するに際して前の画像信号との差成分を
重畳させる特開平６‐６２３５５号公報の場合には、１
垂直同期期間内で表示する場合には液晶の応答特性は全
く不充分であり、例えば上記特表平８‐５００９１５号
公報の場合ように一部の期間照明を暗くしても液晶の変
化が不充分な期間が表示されるという問題がある。ま
た、液晶の応答を高速にするには重畳させる電圧値を高
くする必要があるが、その場合は目的とする透過率より
も透過率が大きくなる。したがって、次の１垂直同期期
間では透過率を戻す必要が生じ、結果として逆のステッ
プ応答を示すことになり応答特性は改善されないという
問題がある。
【０００７】そこで、この発明の目的は、液晶の応答特
性を改善し、動画の表示品位を更に向上できる液晶表示
装置の駆動方法を提供することにある。
【０００８】
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【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、この発明は、液晶表示装置の各画素に書き込むべき
画像データを１垂直同期期間中に複数回上記液晶表示装
置に供給して,液晶表示装置を駆動する液晶表示装置の
駆動方法であって、１垂直同期期間中に複数回供給され
る画像データの総てを、前垂直同期期間における画像信
号のデータ値と現垂直同期期間における画像信号のデー
タ値とに基づいて得ることを特徴としている。
【０００９】上記構成によれば、前垂直同期期間におけ
る画像信号のデータ値と現垂直同期期間における画像信
号のデータ値とに基づいて得られた画像データが、１垂
直同期期間中に複数回液晶表示装置に供給されて、各画
素に書き込まれる。したがって、例えば、前画像信号の
データ値よりも現画像信号のデータ値の方が大きい場合
には上記現画像信号のデータ値よりも大きい値の画像デ
ータを上記液晶表示装置に供給するようにすれば、上記
現画像信号のデータ値と同じ値の画像データを１垂直同
期期間に１回ずつ複数回繰り返して供給する場合に比較
して、液晶の光透過率の応答特性が改善される。また、
上記現画像信号のデータ値よりも大きい値の画像データ
を１垂直同期期間に１回だけ供給する場合に比較して、
液晶の光透過率の立上りが改善される。
【００１０】また、この発明は、液晶表示装置の各画素
に書き込むべき画像データを１垂直同期期間中に複数回
上記液晶表示装置に供給して,液晶表示装置を駆動する
液晶表示装置の駆動方法であって、上記１垂直同期期間
中に複数回供給される画像データのうち少なくとも１回
目に供給される画像データを、前垂直同期期間における
画像信号のデータ値と現垂直同期期間における画像信号
のデータ値とに基づいて得ることを特徴としている。
【００１１】上記構成によれば、１垂直同期期間中に液
晶表示装置に複数回供給される画像データのうち少なく
とも１回目に供給される画像データが、前垂直同期期間
における画像信号のデータ値と現垂直同期期間における
画像信号のデータ値とに基づいて得られる。したがっ
て、例えば、前画像信号のデータ値よりも現画像信号の
データ値の方が大きい場合には上記現画像信号のデータ
値よりも大きい値の画像データを上記１回目に供給する
ようにすれば、上記現画像信号のデータ値と同じ値の画
像データを１垂直同期期間に１回ずつ複数回繰り返して
供給する場合や上記現画像信号のデータ値よりも大きい
値の画像データを１垂直同期期間に１回だけ供給する場
合に比較して、液晶の光透過率の応答特性が改善され
る。
【００１２】また、一実施例では、この発明の液晶表示
装置の駆動方法において、上記１垂直同期期間中に複数
回供給される画像データのうち２回目以降に供給される
画像データを、上記現垂直同期期間における画像信号の
データ値と同じ値を有する画像データとしている。
【００１３】この実施例によれば、上記１垂直同期期間
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中に複数回供給される画像データのうち２回目以降に供
給される画像データが、上記現垂直同期期間における画
像信号のデータ値と同じ値の画像データであるため、上
記１回目に供給される画像データを適切に設定すれば、
上記液晶の目標とする光透過率への到達時間が短縮され
る。したがって、動画の表示品位が更に向上される。
【００１４】また、一実施例では、この発明の液晶表示
装置の駆動方法において、上記１垂直同期期間中に複数
回供給される画像データのうち、２回目以降に供給され
る画像データのうちの少なくとも１回の供給を、上記前
垂直同期期間における画像信号のデータ値と現垂直同期
期間における画像信号のデータ値との間の所定値を有す
る画像データとしている。
【００１５】この実施例によれば、上記１垂直同期期間
中に複数回供給される画像データのうち、２回目以降に
供給される画像データのうちの少なくとも１回の供給
が、上記前垂直同期期間における画像信号のデータ値と
現垂直同期期間における画像信号のデータ値との間の所
定値を有しているため、上記１回目に供給される画像デ
ータと２回目以降に供給される画像データとを適切に設
定すれば、上記液晶の光透過率の立上りが改善され、し
かも１垂直同期期間内に目標とする光透過率に到達する
ようになる。さらに、時間的に積分された光量が、目標
とする透過率で１垂直同期期間中に感じる光量と同じに
知覚されるため、光透過率が改善される。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、この発明を図示の実施の形
態により詳細に説明する。＜第１実施の形態＞図１は、
本実施の形態の液晶表示装置の駆動方法を実現する駆動
回路のブロック図である。ビデオ機器等から順次読み出
された各画素毎のＲ,Ｇ,Ｂ用のディジタル画像信号が入
力画像信号として第１フレームメモリ１,第２フレーム
メモリ２および第３フレームメモリ３に入力される。図
２は、各フレームメモリ１,２,３の書き込み動作信号を
示す。また、図３は、各フレームメモリ１,２,３の読み
出し動作信号を示す。図２及び図３において、「Ａ」,
「Ｂ」,「Ｃ」,「Ｄ」,「Ｙ」,「Ｚ」の夫々は、各フレームメモリ
１,２,３に書き込まれた画像データを示す。
【００１７】本実施の形態においては、図２および図３
から分かるように、第１フレームメモリ１,第２フレー
ムメモリ２および第３フレームメモリ３のうち何れか１
つのフレームメモリに入力される画像データが書き込ま
れている間に、残りの２つのフレームメモリからは１垂
直同期期間内に２回繰り返して画像データが読み出され
るのである。こうして、入力される画像信号の１垂直同
期期間が終了すれば、画像データＡが書き込まれた第１
フレームメモリ１は、次の１垂直同期期間では読み出し
用のフレームメモリとなり、別の第２フレームメモリ２
に次の画像データＢが書き込まれる。以後、この動作が
順に繰り返されて、常に１つのフレームメモリは画像デ
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ータの書き込みに使用され、残りの２つのフレームメモ
リは画像データの読み出しに使用されるのである。こう
して２つのフレームメモリから読み出された２つの画像
データは演算装置４に送出される。
【００１８】上記演算装置４はルックアップテーブルを
有しており、入力される２つのフレームメモリからの画
像信号のデータ値(電圧値)に基づいて上記ルックアップ
テーブルを引き、得られたデータ値(電圧値)でなる画像
信号を液晶表示装置５に送出する。尚、詳述はしない
が、こうして液晶表示装置５に送出された画像信号によ
って、所望の画素の画素電極(図示せず)に上記データ値
の電圧が印加される。そして、印加された電圧によって
液晶分子の配列が変化して光透過率が変化し、当該画素
が表示されるのである。
【００１９】図４に、上記ルックアップテーブルの一例
を示す。このルックアップテーブルは、前画像信号のデ
ータ値と現画像信号のデータ値との交差位置には、前画
像信号のデータ値よりも現画像信号のデータ値の方が大
きい場合には、現画像信号のデータ値よりも大きい値の
デ－タ値が書き込まれ、前画像信号のデータ値よりも現
画像信号のデータ値の方が小さい場合には、現画像信号
のデータ値よりも小さい値のデ－タ値が書き込まれ、前
画像信号のデータ値と現画像信号のデータ値が同じ場合
には、現画像信号のデータ値が書き込まれている。
【００２０】したがって、上記演算装置４は、第１フレ
ームメモリ１からの画像データＡと第３フレームメモリ
３からの画像データＺとを受け取ると、前画像信号のデ
ータ値Ｚよりも現画像信号のデータ値Ａの方が大きい場
合には、現画像信号のデータ値Ａよりも大きい値のデ－
タ値を液晶表示装置５に送出する。また、前画像信号の
データ値Ｚよりも現画像信号のデータ値Ａの方が小さい
場合には、現画像信号のデータ値Ａよりも小さい値のデ
－タ値を液晶表示装置５に送出する。また、前画像信号
のデータ値Ｚと現画像信号のデータ値Ａが同じ場合に
は、現画像信号のデータ値Ａを液晶表示装置５に送出す
るのである。
【００２１】図５は、上記液晶表示装置５に入力されて
所望の画素の画素電極に印加される画像信号のデータ値
(電圧値)および光透過率の時間変化を示す。尚、縦軸は
相対強度である。図５中、(a)は書き込もうとする(目標
とする)データ値であり、(b)は演算装置４から入力され
たデータ値であり、(c)は液晶表示装置５における表示
画素の光透過率である。演算装置４に入力される画像信
号が小さい画像データから大きい画像データに変化した
場合は、図５に示すように、液晶表示装置５には書き込
もうとするデータ値(a)よりも大きな値のデ－タ値(b)が
１垂直同期期間内に２回繰り返して入力される。その場
合、図６に示すように目標データ値(a)と同じ値のデ－
タ値(b)を１垂直同期期間に１回ずつ３回繰り返して入
力した場合に比較して、表示画素の光透過率(c)のステ

6
ップ応答が改善されているのが分かる。
【００２２】また、図７は、図５に示す場合と全く同じ
データ値(a),(b)であって、データ値(b)の入力回数を１
回とした場合である。この場合、図５に示す場合と比較
して表示画素の光透過率(c)の立ち上がりの傾きが悪
く、データ値(b)の繰り返し入力が液晶表示装置５の光
透過率(c)の立上りの改善に効果があることが分かる。
【００２３】以上のごとく、本実施の形態においては、
入力画像信号を書き込む第１,第２第３フレームメモリ
１,２,３を有し、何れか１つのフレームメモリに画像デ
ータを書き込む間に、残りの２つのフレームメモリから
１垂直同期期間内に２回繰り返して画像データを読み出
して演算装置４に送出し、この動作をフレームメモリを
順次切換えて行うようにしている。そして、演算装置４
は、入力される２つのフレームメモリからの画像信号の
データ値に基づいてルックアップテーブルを引き、例え
ば第３フレームメモリ３からの前画像信号のデータ値Ｚ
よりも第１フレームメモリ１からの現画像信号のデータ
値Ａの方が大きい場合には現画像信号のデータ値Ａより
も大きい値のデータ値を、小さい場合には現画像信号の
データ値Ａよりも小さい値のデータ値を、同じ場合には
現画像信号のデータ値Ａを、夫々液晶表示装置５に送出
するようにしている。
【００２４】したがって、上記演算装置４に入力される
画像信号が小さい画像データから大きい画像データに変
化した場合には、図５に示すように、目標データ値(a)
よりも大きな値のデ－タ値(b)が１垂直同期期間内に２
回繰り返して液晶表示装置５に入力される。その結果、
図６に示すように目標データ値(a)と同じ値のデータ値
(b)を１垂直同期期間に１回ずつ３回繰り返して入力し
た場合に比較して、液晶の光透過率(c)の応答特性が改
善される。また、図７に示すようにデータ値(b)の入力
回数を１回とした場合に比較して液晶の光透過率(c)の
立上りが改善される。
【００２５】すなわち、本実施の形態によれば、上記液
晶表示装置５の応答特性を改善し、入力画像信号に応じ
た透過率に短期間で到達し、高速な画像表示を可能に
し、動画の表示品位を向上できるのである。
【００２６】尚、上記実施の形態においては、上記各フ
レームメモリ１,２,３からの読み出しは画像入力信号の
１垂直同期期間内に２回繰り返して行なっているが、繰
り返し回数は２回に限定されるものではない。繰り返し
回数は多い程液晶表示装置５のステップ応答特性は改善
されて、高速な画像表示が可能とはなる。しかしなが
ら、その場合には、短時間に液晶に電荷が充電されるよ
うに液晶駆動素子等の性能を向上させる必要がある。
【００２７】また、上記実施の形態においては、上記演
算装置４は、上記２つのフレームメモリから送出されて
くる２つの画像データに基づいて上記ルックアップテー
ブルを引いて液晶表示装置５への出力データ値を得るル
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7
ックアップテーブル方式を用いている。しかしながら、
必ずしも上記ルックアップテーブル方式による必要はな
い。他の方法としては、現画像信号のデータ値Ａと前画
像信号のデータ値Ｚとに基づいて、例えば「Ａ＋(Ａ－
Ｚ)×α」等の演算を行う演算回路を上記演算装置に搭載
する。そして、演算回路からの出力を新たな画像信号と
して液晶表示装置５に出力するようにしてもよい。
【００２８】＜第２実施の形態＞図８は、本実施の形態
の液晶表示装置の駆動方法を実現する駆動回路のブロッ
ク図である。第１フレームメモリ１１,第２フレームメ
モリ１２,第３フレームメモリ１３および液晶表示装置
１５は、図１に示す第１フレームメモリ１,第２フレー
ムメモリ２,第３フレームメモリ３および液晶表示装置
５と同じ構成を有する。
【００２９】上記第１実施の形態における演算装置４
は、１垂直同期期間内に２回出力するデータ値のうち２
回とも上記ルックアップテーブルを引いて得たデータ値
を出力している。これに対して、本実施の形態における
演算装置１４は、１垂直同期期間内に２回出力するデー
タ値のうち１回目のデータ値は、上記第１実施の形態の
場合と同様にして上記ルックアップテーブルを引いて得
たデータ値を出力する。ところが、２回目のデータ値
は、入力された２つのフレームメモリからの画像信号の
うち現画像信号のデータ値を出力するのである。
【００３０】図９は、上記液晶表示装置１５に入力され
る画像信号のデータ値および光透過率の時間変化を示
す。図９中、(a)は目標データ値であり、(b)は演算装置
１４から入力されたデータ値であり、(c)は表示画素の
光透過率である。演算装置１４に入力される画像信号が
小さい画像データから大きい画像データに変化した場合
には、図９に示すように、液晶表示装置１５には目標デ
ータ値(a)よりも大きな値のデ－タ値(b

1
)が１垂直同期

期間の前半に１回入力される。次に、同じ垂直同期期間
の後半に、現画像信号のデータ値(b

2
)、つまり目標デー

タ値(a)が１回入力されるのである。
【００３１】その場合、図６に示すように目標データ値
(a)と同じ値のデータ値(b)を１垂直同期期間に１回ずつ
３回繰り返して入力した場合に比較して、光透過率(c)
の応答特性を改善できる。また、図７に示すようにデー
タ値(b)の入力回数を１回にした場合に比較して、光透
過率(c)の立上りを改善できる。さらに、図９に示すよ
うに、１回目に入力されるデータ値(b

1
)を、図５に示す

上記第１実施の形態における１回目に入力されるデータ
値(b)よりもやや高い適切な値に設定しておくことによ
って、上記第１実施の形態の場合よりも目標データ値
(a)への到達時間を短縮できるのである。
【００３２】以上のごとく、本実施の形態においては、
演算装置１４は、入力された２つのフレームメモリから
の画像信号のデータ値に基づいて上記ルックアップテー
ブルを引いて、１垂直同期期間の前半１回目のデータ値

8
を液晶表示装置１５に出力する。一方、同じ垂直同期期
間の後半２回目のデータ値は、入力された２つのフレー
ムメモリからのデータ値のうち現画像信号のデータ値を
液晶表示装置１５に出力するのである。
【００３３】したがって、上記１回目に入力されるデー
タ値(b

1
)を、上記第１実施の形態における１回目に入力

されるデータ値(b)よりもやや高い適切な値に設定して
おくことによって、上記第１実施の形態の場合よりも目
標データ値(a)への到達時間を短縮でき、動画の表示品
位を更に向上できるのである。
【００３４】尚、本実施の形態の場合においても、上記
第１実施の形態の場合と同様に、各フレームメモリ１１
～１３からの読み出しの繰り返し回数は２回に限定され
るものではない。繰り返し回数は多い程液晶表示装置１
５のステップ応答特性は改善されて、高速な画像表示が
可能とはなる。しかしながら、その場合は、短時間に液
晶に電荷が充電されるように液晶駆動素子等の性能を向
上させる必要がある。また、演算装置１４の動作は上記
ルックアップテーブル方式による必要はなく、現画像信
号のデータ値Ａと前画像信号のデータ値Ｚとに基づい
て、例えば「Ａ＋（Ａ－Ｚ)×α」等の演算を行う演算回
路を上記演算装置に搭載してもよい。
【００３５】さらに、上記１垂直同期期間中に表示動作
を２回繰り返す場合には、図８における第１,第２,第３
フレームメモリ１１,１２,１３に換えて、入出力が非同
期のＦＩＦＯ(先入れ先出し)メモリを用いることもでき
る。その場合には、図１０に示すように、第１ＦＩＦＯ
メモリ２１と第２ＦＩＦＯメモリ２２とを直列に接続
し、第１ＦＩＦＯメモリ２１からの出力と第２ＦＩＦＯ
メモリ２２からの出力とを演算装置２３に入力するので
ある。尚、演算装置２３および液晶表示装置２４は、図
１における演算装置４および液晶表示装置５と同じ構成
である。
【００３６】図１１は、各ＦＩＦＯメモリ２１,２２の
書き込み動作信号を示す。また、図１２は、各ＦＩＦＯ
メモリ２１,２２の読み出し動作信号を示す。図１１お
よび図１２において、「Ａ」,「Ｂ」,「Ｃ」,「Ｄ」,「Ｚ」の夫々
は、各ＦＩＦＯメモリ２１,２２に書き込まれた画像デ
ータを示す。
【００３７】図１１および図１２から分かるように、上
記第１ＦＩＦＯメモリ２１には、１垂直同期期間毎に順
次画像データが書き込まれる。そして、書き込み速度の
２倍速で画像データが読み出されて演算装置２３および
第２ＦＩＦＯメモリ２２に送出される。したがって、図
１１における第２ＦＩＦＯメモリ２２の書き込み画像デ
ータと図１２における第１ＦＩＦＯメモリ２１の読み出
し画像データとは、同一である。また、第２ＦＩＦＯメ
モリ２２では、第１ＦＩＦＯメモリ２１の読み出し速度
と同じ速度(１垂直同期期間に２回の速度)で書き込み読
み出しが行われる。その結果、第２ＦＩＦＯメモリ２２
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からは、第１ＦＩＦＯメモリ２１から出力された画像デ
ータと同じ画像データが１画像期間遅れて出力されるの
である。
【００３８】したがって、上記演算装置２３には、１回
置きに上記第１ＦＩＦＯメモリ２１と第２ＦＩＦＯメモ
リ２２とから同じ値の画像データが入力されることにな
る。その結果、演算装置２３は、図１２において、第１
ＦＩＦＯメモリ２１から２回繰り返して入力される同一
のデータ値Ａ,Ａのうち、１回目のデータ値Ａを前画像
信号のデータ値Ｚと組み合せて上記ルックアップテーブ
ルを引き、データ値Ａのデータ値Ｚに対する大小に応じ
たデータ値を液晶表示装置２４に出力する。一方、２回
目のデータ値Ａは同一のデータ値Ａ(前画像信号のデー
タ値)と組み合せて上記ルックアップテーブルを引き、
現画像信号のデータ値Ａを液晶表示装置２４に出力する
のである。
【００３９】すなわち、図１０の構成によれば、図８の
構成と同じ表示動作を２つのメモリによって実現可能に
なり、画像を記憶するメモリ容量を縮小し、駆動回路の
簡素化およびコストの低減を図ることができるのであ
る。
【００４０】＜第３実施の形態＞図１３は、本実施の形
態の液晶表示装置の駆動方法を実現する駆動回路のブロ
ック図である。第１フレームメモリ３１,第２フレーム
メモリ３２,第３フレームメモリ３３および液晶表示装
置３５は、図１に示す第１フレームメモリ１,第２フレ
ームメモリ２,第３フレームメモリ３および液晶表示装
置５と同じ構成を有する。
【００４１】上記第１実施の形態における演算装置４
は、１垂直同期期間内に２回出力するデータ値のうち２
回とも上記ルックアップテーブルを引いて得たデータ値
を出力している。これに対して、本実施の形態における
演算装置３４は、１垂直同期期間内に２回出力するデー
タ値のうち１回目のデータ値は、上記第１実施の形態の
場合と同様にして上記ルックアップテーブルを引いて得
たデータ値を出力する。ところが、２回目のデータ値
は、入力された２つのフレームメモリからのデータ値の
間の値(つまり、現画像信号のデータ値と前画像信号の
データ値との間の値)となる新たな画像信号を液晶表示
装置３５に出力するのである。
【００４２】図１４は、上記液晶表示装置３５に入力さ
れる画像信号のデータ値および光透過率の時間変化を示
す。図１４中、(a)は目標データ値であり、(b)は演算装
置３４から入力されたデータ値であり、(c)は表示画素
の光透過率である。演算装置３４に入力される画像信号
が小さい画像データから大きい画像データに変化した場
合には、図１４に示すように、液晶表示装置３５には目
標データ値(a)よりも大きな値のデータ値(b

3
)が１垂直

同期期間の前半に１回入力される。次に、同じ垂直同期
期間の後半に、現画像信号のデータ値(つまり目標デー

10
タ値(a))よりも小さく、且つ、前画像信号のデータ値よ
りも大きな値のデータ値(b

4
)が１回入力されるのであ

る。
【００４３】この場合、図１４に示すように、上記表示
画素の光透過率(c)は目標の透過率よりも一旦大きくな
るが、１垂直同期期間中に目的とする透過率に戻るた
め、結果として積分された光量が液晶応答時の不足分の
光量を補い、目的とする透過率で１垂直同期期間中に感
じる光量と同じ光量を感じることになる。こうして、光
透過率が改善されるのである。
【００４４】本実施の形態の場合も、図６に示すように
目標データ値(a)と同じ値のデ－タ値(b)を１垂直同期期
間に１回ずつ３回繰り返して入力した場合に比較して、
光透過率(c)のステップ応答性を改善できる。また、図
７に示すようにデータ値(b)の入力回数を１回にした場
合に比較して、光透過率(c)の立上りを改善し、目的と
する透過率で１垂直同期期間中に感じる光量と同じ光量
が知覚されるようにできる。
【００４５】尚、本実施の形態の場合においても、上記
第１実施の形態の場合と同様に、各フレームメモリ３１
～３３からの読み出しの繰り返し回数は２回に限定され
るものではない。繰り返し回数は多い程液晶表示装置３
５のステップ応答特性は改善されて、高速な画像表示が
可能とはなる。しかしながら、その場合は、短時間に液
晶に電荷が充電されるように液晶駆動素子等の性能を向
上させる必要がある。また、演算装置３４の動作は上記
ルックアップテーブル方式による必要はなく、現画像信
号のデータ値Ａと前画像信号のデータ値Ｚとに基づい
て、例えば「Ａ＋（Ａ－Ｚ)×α」等の演算を行う演算回
路を上記演算装置に搭載してもよい。
【００４６】＜第４実施の形態＞図１５は、本実施の形
態の液晶表示装置の駆動方法を実現する駆動回路のブロ
ック図である。第１フレームメモリ４１,第２フレーム
メモリ４２,第３フレームメモリ４３および液晶表示装
置４５は、図１に示す第１フレームメモリ１,第２フレ
ームメモリ２,第３フレームメモリ３および液晶表示装
置５と同じ構成を有する。
【００４７】上記第３実施の形態における演算装置３４
は、１垂直同期期間内に２回出力するデータ値のうち１
回目のデータ値は、上記ルックアップテーブルを引いて
得たデータ値を出力し、２回目のデータ値は、入力され
た２つのフレームメモリからのデータ値の間の値(つま
り、現画像信号のデータ値と前画像信号のデータ値との
間の値)となる新たな画像信号を液晶表示装置３５に出
力している。これに対して、本実施の形態における演算
装置４４は、１垂直同期期間内にデータ値を３回出力す
るようにしている。そして、３回出力するデータ値のう
ち１回目および２回目のデータ値は、上記第１実施の形
態の場合と同様にして上記ルックアップテーブルを引い
て得たデータ値を出力する。そして、３回目のデータ値
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11
は、入力された２つのフレームメモリからのデータ値の
間の値(つまり、現画像信号のデータ値と前画像信号の
データ値との間の値)となる新たな画像信号を液晶表示
装置４５に出力するのである。
【００４８】図１６は、上記液晶表示装置４５に入力さ
れる画像信号のデータ値および光透過率の時間変化を示
す。図１６中、(a)は目標データ値であり、(b)は演算装
置４４から入力されたデータ値であり、(c)は表示画素
の光透過率である。演算装置４４に入力される画像信号
が小さい画像データから大きい画像データに変化した場
合には、図１６に示すように、液晶表示装置４５には目
標データ値(a)よりも大きな値のデータ(b

５
)が、１垂直

同期期間を３分割したうちの１回目および２回目に入力
される。次に、同じ垂直同期期間の３回目に、現画像信
号のデータ値(つまり目標データ値(a))よりも小さく、
且つ、前画像信号のデータ値よりも大きな値のデータ値
(b

６
)が１回入力されるのである。

【００４９】この場合、図１６に示すように、上記表示
画素の光透過率(c)は目標の透過率よりも一旦大きくな
るが、１垂直同期期間中に目的とする透過率に戻るた
め、結果として積分された光量が液晶応答時の不足分の
光量を補い、目的とする透過率での１垂直同期期間中に
おける光量と同じ光量を感じることになる。こうして、
光透過率が改善されるのである。また、１垂直同期期間
の１回目および２回目に入力される画像データ(b

５
)

を、上記第３実施の形態における１垂直同期期間の１回
目の画像データ(b

３
)よりも小さな値にできるため、第

３実施の形態の場合に比較して、液晶駆動素子の耐電圧
は小さくて済む。
【００５０】本実施の形態の場合も、図６に示すように
目標データ値(a)と同じ値のデータ値(b)を１垂直同期期
間に１回ずつ３回繰り返して入力した場合に比較して、
光透過率(c)のステップ応答性を改善できる。また、図
７に示すようにデータ値(b)の入力回数を１回にした場
合に比較して、光透過率(c)の立上りを改善し、目的と
する透過率の１垂直同期期間中の光量と同量に知覚され
るようにできる。
【００５１】尚、本実施例の形態の場合においても、上
記第１実施の形態の場合と同様に、演算装置４４の動作
は上記ルックアップテーブル方式による必要はなく、現
画像信号のデータ値Ａと前画像信号のデータ値Ｚに基づ
いて、例えば「Ａ＋(Ａ－Ｚ)×α」等の演算を行う演算回
路を上記演算装置に搭載しても良い。
【００５２】
【発明の効果】以上より明らかなように、この発明の液
晶表示装置の駆動方法は、液晶表示装置の各画素に書き
込むべき画像データを、前垂直同期期間における画像信
号のデータ値と現垂直同期期間における画像信号のデー
タ値とに基づいて得、この得られた画像データを１垂直
同期期間中に複数回液晶表示装置に供給するので、例え
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ば、前画像信号のデータ値よりも現画像信号のデータ値
の方が大きい場合には上記現画像信号のデータ値よりも
大きい値の画像データを上記液晶表示装置に供給するよ
うにすれば、上記現画像信号のデータ値と同じ値の画像
データを１垂直同期期間に１回ずつ複数回繰り返して供
給する場合に比較して、液晶の光透過率の応答特性を改
善することができる。また、上記現画像信号のデータ値
よりも大きい値の画像データを１垂直同期期間に１回だ
け供給する場合に比較して、液晶の光透過率の立上りを
改善できる。
【００５３】上述のことは、上記前画像信号のデータ値
よりも現画像信号のデータ値の方が小さい場合や同じで
ある場合でも同様である。すなわち、この発明によれ
ば、入力画像信号に応じた光透過率に短期間で到達して
高速な画像表示を可能にし、動画の表示品位を向上でき
るのである。
【００５４】また、この発明は、液晶表示装置の各画素
に書き込むべき画像データを１垂直同期期間中に複数回
上記液晶表示装置に供給するに際して、少なくとも１回
目に供給される画像データを、前垂直同期期間における
画像信号のデータ値と現垂直同期期間における画像信号
のデータ値とに基づいて得るので、例えば、前画像信号
のデータ値よりも現画像信号のデータ値の方が大きい場
合には上記現画像信号のデータ値よりも大きい値の画像
データを１回目に供給するようにすれば、上記現画像信
号のデータ値と同じ値の画像データを１垂直同期期間に
１回ずつ複数回繰り返して供給する場合や上記現画像信
号のデータ値よりも大きい値の画像データを１垂直同期
期間に１回だけ供給する場合に比較して、液晶の光透過
率の応答特性を改善することができる。
【００５５】上述のことは、上記前画像信号のデータ値
よりも現画像信号のデータ値の方が小さい場合や同じで
ある場合でも同様である。すなわち、この発明の発明に
よれば、入力画像信号に応じた光透過率に短期間で到達
して高速な画像表示を可能にし、動画の表示品位を向上
できるのである。
【００５６】また、一実施例の液晶表示装置の駆動方法
は、上記１垂直同期期間中に複数回供給される画像デー
タのうち２回目以降に供給される画像データを、上記現
垂直同期期間における画像信号のデータ値と同じ値の画
像データにしたので、上記１回目に供給される画像デー
タを適切に設定することによって、上記液晶の目標とす
る光透過率への到達時間を短縮することができる。した
がって、動画の表示品位を更に向上できる。
【００５７】また、一実施例の液晶表示装置の駆動方法
は、上記１垂直同期期間中に複数回供給される画像デー
タのうち２回目以降に供給される画像データのうちの少
なくとも１回の供給を、上記前垂直同期期間における画
像信号のデータ値と現垂直同期期間における画像信号の
データ値との間の所定値の画像データにしたので、上記
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１回目に供給される画像データと２回目以降に供給され
る画像データとを適切に設定することによって、上記液
晶の光透過率の立上りを改善し、しかも１垂直同期期間
内に目標とする光透過率に到達するようにできる。ま
た、表示画素の光透過率が目標の透過率よりも一旦大き
くなるので、１垂直同期期間中に積分された光量によっ
て液晶応答時の不足分の光量を補うことができる。した
がって、上記目的とする透過率で１垂直同期期間中に感
じる光量と同じ光量を感じることになり、光透過率を改
善することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  この発明の液晶表示装置の駆動方法を実現す
る駆動回路のブロック図である。
【図２】  図１における各フレームメモリの書き込み動
作信号を示す図である。
【図３】  図１における各フレームメモリの読み出し動
作信号を示す図である。
【図４】  ルックアップテーブルの一例を示す図であ
る。
【図５】  図１における液晶表示装置に入力される画像
信号のデータ値および光透過率の時間変化を示す図であ
る。
【図６】  同じデータ値を１垂直同期期間に１回ずつ３
回繰り返して入力した場合のデータ値および光透過率の
時間変化を示す図である。
【図７】  １垂直同期期間にデータ値を１回入力した場
合のデータ値および光透過率の時間変化を示す図であ
る。
【図８】  図１とは異なる駆動回路のブロック図であ *
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*る。
【図９】  図８における液晶表示装置に入力される画像
信号のデータ値および光透過率の時間変化を示す図であ
る。
【図１０】  図１および図８とは異なる駆動回路のブロ
ック図である。
【図１１】  図１０における各ＦＩＦＯメモリの書き込
み動作信号を示す図である。
【図１２】  図１０における各ＦＩＦＯメモリの読み出
し動作信号を示す図である。
【図１３】  図１,図８および図１０とは異なる駆動回
路のブロック図である。
【図１４】  図１３における液晶表示装置に入力される
画像信号のデータ値および光透過率の時間変化を示す図
である。
【図１５】  図１、図８、図１０及び図１３とは異なる
駆動回路のブロック図である。
【図１６】  図１５における液晶表示装置に入力される
画像信号のデータ値および光透過率の時間変化を示す図
である。
【符号の説明】
１,１１,３１,４１…第１フレームメモリ、
２,１２,３２,４２…第２フレームメモリ、
３,１３,３３,４３…第３フレームメモリ、
４,１４,２３,３４,４４…演算装置、
５,１５,２４,３５,４５…液晶表示装置、
２１…第１ＦＩＦＯメモリ、
２２…第１ＦＩＦＯメモリ。

【図１】 【図２】

【図４】

【図８】
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【図３】 【図５】

【図６】 【図７】

【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】
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要解决的问题：改善液晶的响应特性并提高运动图像的显示质量。 解决
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算术单元4基于两个输入数据值绘制查找表，并且当当前图像信号的数据
值大于先前图像信号的数据值时，其高于当前图像信号的数据值。 具有
大值的图像数据被发送到液晶显示装置5。 因此，当输入到运算单元4的
图像信号从小图像数据变为大图像数据时，液晶显示装置在一个垂直同
步周期内两次重复具有比目标数据值大的值的图像数据。 通过输入5，
改善了阶跃响应特性，并且改善了运动图像的显示质量。
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